
一

　
一
　
初
め
に
―
大
学
像
を
巡
る
葛
藤

　

近
年
、
大
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
が
喧
し
い
。
そ
の
際
に
よ
く
批
判
さ
れ
る
大
学
像
と
し
て
「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の
大
学
理
念
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
簡
単
に
言
え
ば
、「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の
大
学
理
念
」
と
は
、
大
学
に
於
け
る
教
育
と
研
究
を
一
体

的
な
も
の
と
し
、die akadem

ische Freiheit 
即
ち
「
学
問
の
自
由
」
を
絶
対
的
な
価
値
と
し
て
、
大
学
と
そ
こ
で
行
わ
れ
る
教
育
研
究

の
自
律
性
・
独
立
性
を
守
る
と
い
う
大
学
の
在
り
方
を
理
想
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
に
初
め
て
設
立
さ
れ
た
日
本
の

大
学
は
、
最
初
に
東
京
に
創
ら
れ
た
帝
国
大
学
（
東
京
大
学
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
大
学
制
度
を
お
手
本
に
し
て
創
ら
れ
た
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
の
当
時
最
も
先
進
的
で
成
功
を
収
め
て
い
る
大
学
と
考
え
ら
れ
た
の
が
、
一
八
一
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大

学
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
創
立
者
と
言
わ
れ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（Friedrich W

ilhelm
 C

hristian K
arl 

Ferdinand Freiherr von H
um

boldt, 1767-1835.

）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
大
学
の
孤
独
と
自
由
」
の
考
え
方
、
こ
れ
が
日
本
の
大
学

像
の
原
型
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
（
一
八
〇
三
―
一
八
一
五
年
）
の
副
産
物
と
も
言
え
る
経
緯
で
創
立
さ
れ
た
、

カ
ン
ト
の
大
学
論
の
一
考
察（
１
）

─ 

学
問
の
自
由
を
実
現
す
る
組
織
と
し
て
の
哲
学
部 

─
松　

本　

長　

彦



二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
比
較
的
新
し
い
大
学
で
あ
る
。
一
八
〇
六
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
は
対
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
敗
れ
て
首
都
ベ
ル
リ
ン
が

陥
落
し
、
翌
一
八
〇
七
年
に
は
屈
辱
的
な
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
の
和
約
を
結
ぶ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
っ
て

占
領
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
の
占
領
下
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
哲
学
者
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
フ
ィ
ヒ
テ
（Johan G

ottlieb 

Fichte, 1762-1814.

）
が
ベ
ル
リ
ン
に
於
い
て
命
が
け
で
行
っ
た
、
有
名
な
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
』（Reden an die deutsche N

ation, 

B
erlin 1808.

）
と
い
う
連
続
講
演
も
、
こ
の
年
の
暮
れ
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
は
エ
ル
ベ
川
以
西
の
領
土

を
失
い
巨
額
の
賠
償
金
を
課
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
西
プ
ロ
イ
セ
ン
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
大
学
で
あ
る
ハ
レ
大
学
（U

nversität 

H
alle

）（
２
）を

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
に
新
し
い
大
学

を
設
立
す
る
と
い
う
構
想
が
、
現
実
的
必
要
性
を
伴
っ
て
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
三
世
（K

önig von Preußen Friedrich W
ilhelm

 Ⅲ
, 1770-1840.

）
の
側
近
で
あ
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
バ
イ
メ

（K
arl Friedrich von B

eym
e, 1765-1838.

）
は
、
国
王
か
ら
全
権
を
委
任
さ
れ
て
創
立
準
備
の
任
に
当
た
り
、
当
代
を
代
表
す
る
学
者

た
ち
に
新
た
な
大
学
の
構
想
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
（Friedrich D

aniel 

Ernst Schleierm
acher, 1768-1834.

）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
大
学
構
想
は
そ
れ
ぞ
れ
の
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る（
３
）。

最
終
的
に
は

フ
ン
ボ
ル
ト
の
構
想
に
基
づ
い
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
は
創
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
実
際
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
創
設
者
と
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
は
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
（H

um
boldt-U

niversität zu B
erlin, 1949-

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

近
代
以
降
の
日
本
に
於
い
て
は
、
こ
の
「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の
大
学
理
念
」
及
び
大
学
像
に
基
づ
い
て
大
学
の
在
り
方
が
規
定
さ
れ
、
そ

れ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
「
大
学
の
自
治
」
が
大
学
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

最
近
の
日
本
に
於
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
大
学
像
は
古
く
さ
い
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
な
い
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
が

ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
七
日
に
産
業
競
争
力
会
議　

新
陳
代
謝
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｇ
か
ら
出
さ
れ
た
「
イ
ノ



三

カ
ン
ト
の
大
学
論
の
一
考
察

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
の
大
学
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
」
に
於
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
で
、

　
　

○
我
が
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
投
資
額
を
見
て
も
民
間
企
業
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い

が
、
新
興
国
の
猛
追
か
ら
様
々
な
分
野
で
国
際
競
争
が
熾
烈
に
な
る
な
ど
の
環
境
変
化
の
中
で
、
民
間
企
業
の
研
究
開
発
投
資
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
短
期
的
に
成
果
が
見
込
め
る
分
野
に
集
中
的
に
投
下
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

○
一
方
大
学
は
、iPS 
細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療
の
研
究
、
新
材
料
の
創
成
に
よ
る
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
開
発
な
ど
、
中
長
期
的
に

大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
豊
富
な
種
を
有
し
て
い
る
。
中
長
期
の
経
済
成
長
を
持
続
的

に
実
現
す
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
う
し
た
技
術
シ
ー
ズ
を
有
す
る
大
学
の
知
の
創
出
機
能
の
強
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
力
の
強
化
、
人
材
育
成
機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
大
学
改
革
の
さ
ら
な
る
加
速
が
経
済
成
長
を
実
現
す
る
上
で
の
鍵

と
な
る
。

と
述
べ
ら
れ
、
大
学
が
社
会
の
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
社
会
的
役
割
を
担
う
べ
き
も
の
と
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
た
め
の
組
織
へ
と
大
学
を
改
革
せ
よ
と
い
う
こ
と
が
、
産
業
界
及
び
政
府
か
ら
の
要
求
と
し
て
、
日

本
の
大
学
全
体
に
、
特
に
国
立
大
学
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
確
か
に
、
大
学
は
公
共
的
性
格
を
も
つ
社
会
の
中
の

一
組
織
で
あ
り
、
そ
の
時
々
の
社
会
と
の
適
切
な
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
、
あ
る
べ
き
大
学
の
姿
は
語
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
社
会
と
の
関

係
の
中
で
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
る
時
に
、
上
記
の
よ
う
な
視
点
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
大
学
自
身
に
と
っ
て
も
自
殺
行
為
に

等
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
プ
ラ
ト
ン
の
学
園
ア
カ
デ
メ
イ
ア
の
昔
か
ら
、
学
問
的
真
理
を
探
究
す
る
教
育
研
究
組
織
は



四

存
在
し
た
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
以
降
、
自
律
的
な
教
育
研
究
者
と
学
生
と
の
自
治
組
織
で
あ
る
大
学
が
存
在
し
た
。
特
に
中
世
に

成
立
し
た
大
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
の
関
係
を
も
ち
な
が
ら
成
立
し
、
発
展
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
て
、
所
謂
世
俗
社
会
や
世

俗
的
権
力
か
ら
独
立
に
存
在
す
る
と
い
う
在
り
方
を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
或
る
意
味
で
は
自
然
発
生
的
に
成
立
し

た
教
育
研
究
組
織
と
し
て
の
大
学
は
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
、
社
会
か
ら
の
独
立
性
を
も
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
も
極
め
て

雑
駁
な
言
い
方
に
な
る
が
、「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の
大
学
理
念
」
や
「
大
学
の
自
治
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的

伝
統
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
大
学
と
い
う
制
度
を
考
え
る
時
に
、
こ
の
「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の

大
学
理
念
」
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
近
代
化
が
遅
れ
た
ド
イ
ツ
に
於
い
て
は
、
大
学
は
多
く
の
場
合
、
ド
イ
ツ
に
分
立
し
て
い
た
領
邦
（Land

）
の
領

主
（
多
く
は
国
王
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
に
ド
イ
ツ
の
大
学
に
於
い
て
は
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
府

（
世
俗
的
権
力
）
と
大
学
と
の
間
に
は
「
大
学
の
自
治
」
を
阻
害
す
る
要
因
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
九
世
紀
初

頭
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
於
い
て
「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の
大
学
理
念
」
が
そ
の
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

運
営
さ
れ
た
大
学
が
成
功
を
収
め
た
こ
と
は
、
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
近
代
に
於
け
る
「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の
大
学
理
念
」
の
成
立
に
、

哲
学
者
カ
ン
ト
（Im

m
anuel K

ant, 1724-1804.

）
の
大
学
論
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
に
於
い
て
は
、
カ
ン
ト
が
『
諸
学
部
の
争
い
』（D

er Streit der Facultäten in drei Abschnitten. K
önigsberg 1798.

）（
４
）に

於
い
て

述
べ
て
い
る
大
学
論
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
我
々
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
大
学
を
考
え
る
手
掛
か
り
を
探
っ
て
み
た
い
。



五

カ
ン
ト
の
大
学
論
の
一
考
察

　
二
　
カ
ン
ト
の
時
代
の
大
学
の
学
部
構
成

　

カ
ン
ト
の
時
代
、
つ
ま
り
一
八
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
と
い
う
の
は
、
中
世
に
発
足
し
た
大
学
制
度
を
そ
の
ま
ま
継
承
し

て
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

カ
ン
ト
の
時
代
の
大
学
の
学
部
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
学
部
（die theologische Fakultät

）

　
　
　

哲
学
部
（die philosophische Fakultät

）　　
　
　

 

法
学
部
（die juristische Fakultät

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
学
部
（die m

edicinische Fakultät

）

　

一
一
世
紀
終
盤
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
（U

niversitas B
ologniensis 

一
〇
八
八
年
創
立
と
さ
れ
る
。）
が
創
立
さ
れ
て
以
来
、
中
世
以
降

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
は
、
ま
ず
大
学
に
進
学
す
る
た
め
の
基
礎
技
能
（
つ
ま
り
は
ラ
テ
ン
語
）
と
歴
史
や
文
学
等
の
基
礎
的
な
教
養

の
修
得
を
目
的
と
す
る
、
ド
イ
ツ
で
い
え
ば
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
」（G

ym
nasium

）
と
呼
ば
れ
る
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
学
生

は
ま
ず
哲
学
部
（
或
い
は
人
文
学
部
）
に
入
学
し
て
、「
七
自
由
学
科
」（septem

 artes liberales

）
を
学
ぶ
。
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七
自
由
学
科
（septem

 artes liberales

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
法
（gram

m
atica

）

　
　
　

三
学
（trivium

）　　
　
　

 

修
辞
学
（rhetorica

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
証
論
（
論
理
学
）（logica

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

算
術
（arithm

etica

）

　
　
　

四
科
（quadrivium
）　　
　

幾
何
学
（geom
etrica

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
文
学
（astronom

ia

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
楽
（m

usica

）

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
七
自
由
学
科
」
は
、
文
法
（gram

m
atica

）・
修
辞
学
（rhetorica

）・
弁
証
論 

（
論
理
学
）（logica

）

で
構
成
さ
れ
る
初
級
の
「
三
学
」（trivium

）
と
、
算
術
（arithm

etica

）・
幾
何
学
（geom

etrica

）・
天
文
学
（astronom

ia

）・
音
楽

（m
usica

）
で
構
成
さ
れ
る
上
級
の
「
四
科
」（quadrivium
）
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
下
級
の
「
三
学
」
は
、
主
に
言
語
と
論
理
に
関

係
し
、
上
級
の
「
四
科
」
は
、
主
に
数
学
に
関
係
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
当
時
の
知
識
人
と
し
て
の
、
即
ち
奴
隷

的
に
支
配
さ
れ
る
者
で
は
な
く
自
由
人
で
あ
る
た
め
の
教
養
を
学
ん
だ
上
で
、
学
生
た
ち
は
、
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
と
い
う
三
つ

の
専
門
学
部
の
ど
れ
か
に
進
学
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
カ
ン
ト
自
身
は
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
（A

lbertus-U
niversität K

önigsberg

）（
５
）

の
哲
学
部
（die philosophische 

Fakultät

）
に
入
学
し
て
、
当
初
予
定
し
て
い
た
神
学
部
に
は
進
学
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
哲
学
部
に
残
り
、
七
自
由
学
科
の
さ
ら
に
上
に

⎩⎨⎧⎩⎨⎧

⎩⎨⎧
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位
置
づ
け
ら
れ
る
「
哲
学
」
を
修
め
て
、
哲
学
部
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の
哲
学
部
は
、
例
え
ば
現
在
の
東
京
大
学
の
教
養
学
部

と
同
じ
よ
う
に
、
い
わ
ば
教
養
部
的
な
役
割
と
同
時
に
専
門
学
部
の
役
割
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
カ
ン
ト
の
時
代
の
「
哲
学
部
」
と
い
う
の
は
、
現
代
の
我
々
の
感
覚
で
言
え
ば
、「
文
理
学
部
」
に
相
当
す
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
カ
ン
ト
は
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
員
外
教
授
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ク
ヌ
ッ

ツ
ェ
ン
（außerordentlicher Professor M

artin K
nutzen, 1714-51.

）
か
ら
、
当
時
の
最
先
端
の
学
問
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学

を
学
ん
で
い
る
。
カ
ン
ト
の
卒
業
論
文
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
活
力
測
定
考
』（G

edanken von der w
ahren Schätzung 

der lebendigen K
räfte und Beurteilung der Bew

eise, deren sich H
err von Leibniz und andere M

echaniker in dieser Streitsache 

bedient haben; nebst einigen vorhergehenden Betrachtungen, w
elche die K

räfte der K
örper überhaupt betreffen. K

önigsberg 

1747.

）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
物
理
学
の
論
文
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト
が
一
七
四
七
年
に
大
学
を
卒
業

し
て
、一
七
五
五
年
に
「
修
士
」（M

agister
）
の
学
位
を
取
得
し
、同
年
か
ら
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
で
哲
学
の
私
講
師
（Privatdozent 

für Philosophie

）
を
始
め
る
頃
ま
で
の
初
期
の
著
作
も
、
ほ
と
ん
ど
が
自
然
科
学
系
の
著
述
と
言
え
る
も
の
で
あ
る（
６
）。
つ
ま
り
、
カ

ン
ト
の
時
代
に
は
、
現
代
で
は
理
学
部
で
行
わ
れ
て
い
る
自
然
科
学
的
研
究
も
自
然
哲
学
と
呼
ば
れ
、
広
い
意
味
で
の
哲
学
の
一
部
で

あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
例
え
ば
古
典
力
学
の
体
系
を
確
立
し
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
（Isaac N

ew
ton, 

164 （
７
）

2-1727.

）
の
『
プ
リ
ン
キ
ビ
ア
』
の
フ
ル
タ
イ
ト
ル
は
、『
自
然
哲
学
の
数
学
的
諸
原
理
』（Philosophiae naturalis principia 

m
athem

atica, 1687.

）
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
七
世
紀
・
一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
い
て
は
、
ま
だ
自
然
科
学
研
究
は
哲
学
の
一
部
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
時
代
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
の
伝
統
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
自
然
を
含
め
た
物
事
の
根
本
原
理
を
探
究
す
る
学
問
は
「
哲
学
」
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
り
、

哲
学
自
体
が
細
分
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
カ
ン
ト
が
生
き
て
い
た
時
代
の
学
問
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の
大



八

学
論
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
三
　
上
級
三
学
部
の
基
本
的
性
格

　

カ
ン
ト
の
時
代
に
は
、「
哲
学
部
」
は
「
下
級
学
部
」（die untere Facultät

）、「
神
学
部
」・「
法
学
部
」・「
医
学
部
」
は
「
上
級
学
部
」

（die oberen Facultäten
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
（V

gl. SF., S. 18.

）。

　

上
級
三
学
部
の
性
格
を
カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
ま
ず
、
学
部
の
上
級
・
下
級
の
区
分
は
、
政
府
（die R

egierung

）

の
都
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
　
「
と
い
う
の
は
、
上
級
学
部
に
数
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
教
説
が
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
べ
き
か
、
或
い
は
果
た
し
て

公
に
講
述
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
政
府
自
身
の
関
心
を
惹
く
よ
う
な
学
部
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
問

の
関
心
（das Interesse der W

issenschaft

）
だ
け
に
配
慮
す
れ
ば
よ
い
学
部
は
、
学
説
を
自
ら
が
適
当
と
認
め
る
通
り
に
述
べ
て

よ
い
が
故
に
、
下
級
学
部
と
呼
ば
れ
る
。」（SF., S. 18f.
）

　
　
「
し
か
し
政
府
が
最
も
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
府
が
国
民
に
対
し
て
最
も
強
力
で
最
も
持
続
的
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
教
説
は
上
級
諸
学
部
が
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
政
府
は
、
上
級
諸
学
部
の

教
説
を
自
ら
認
可
す
る
（sanctionieren

）
権
利
を
留
保
す
る
が
、
下
級
学
部
の
教
説
は
、
学
識
あ
る
国
民
の
固
有
の
理
性
に
委
ね

る
の
で
あ
る
。」（SF., S. 19.

）
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つ
ま
り
、
上
級
三
学
部
が
取
り
扱
う
学
問
内
容
は
、
政
府
が
国
民
を
統
治
す
る
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
政
府
は
、

い
わ
ば
上
級
三
学
部
で
教
え
ら
れ
る
内
容
を
通
し
て
国
民
を
統
治
す
る
役
割
を
そ
れ
ら
の
学
部
に
担
わ
せ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
ら

の
学
部
は
政
府
に
と
っ
て
役
に
立
つ
学
部
で
あ
り
、
政
府
に
と
っ
て
「
上
級
」
の
学
部
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
カ
ン
ト
の
見

解
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
上
級
三
学
部
は
、
政
府
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
役
割
を
担
う
存
在
で
あ
る
が
故
に
、「
上
級
」
つ
ま

り
政
府
に
と
っ
て
よ
り
価
値
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

と
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
大
学
を
政
府
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
、
時
の
政
府
の
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
利
用

す
る
と
い
う
発
想
は
、
現
代
日
本
に
於
け
る
大
学
を
巡
る
議
論
、
即
ち
大
学
改
革
の
議
論
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。「
初
め
に
」
で
紹
介
し
た
、
産
業
競
争
力
会
議　

新
陳
代
謝
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｇ
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
の
大

学
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
」
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
発
想
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
。

　
　
「
中
長
期
の
経
済
成
長
を
持
続
的
に
実
現
す
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
う
し
た
技
術
シ
ー
ズ
を
有
す
る
大
学
の
知
の
創
出
機
能

の
強
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
力
の
強
化
、
人
材
育
成
機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
大
学
改
革
の
さ
ら
な
る
加
速
が
経
済

成
長
を
実
現
す
る
上
で
の
鍵
と
な
る
。」

と
い
う
文
言
は
、
カ
ン
ト
が
喝
破
し
た
上
級
三
学
部
と
政
府
と
の
関
係
性
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
カ
ン
ト
の
時
代
の
ド

イ
ツ
の
大
学
に
於
い
て
も
、
大
学
が
政
府
や
社
会
の
必
要
に
応
じ
て
そ
の
在
り
方
を
規
定
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
カ
ン
ト
は
、
上
級
の
三
つ
の
学
部
が
成
立
す
る
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。



一
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「
理
性
に
従
う
な
ら
ば
（
即
ち
客
観
的
に
は
）、
政
府
が
そ
の
目
的
（
国
民
に
対
す
る
影
響
力
を
も
つ
こ
と
）
の
た
め
に
利
用
で
き
る

諸
動
機
は
、
次
の
よ
う
な
順
序
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
各
人
の
永
遠
の
幸
せ
、
次
に
社
会
の
成
員
と
し
て
の
市
民
的
な
幸

せ
、
最
後
に
、
身
体
の
幸
せ
（
長
生
き
と
健
康
で
あ
る
こ
と
）。」（SF., S. 21.

）

　
　
「
政
府
は
、
第
一
の
幸
せ
に
関
す
る
公
の
教
説
を
通
し
て
、
臣
民
の
思
想
の
内
面
や
胸
の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
意
向
に
対
し
て
さ
え
、

そ
の
内
面
を
明
ら
か
に
し
意
向
を
導
く
と
い
う
、
極
め
て
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
の
幸
せ
に
関
連
す
る
公
の

教
説
を
通
し
て
、
臣
民
の
外
的
振
る
舞
い
を
公
の
法
と
い
う
束
縛
の
下
に
留
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
の
教
説
を
通
し
て
、

政
府
は
自
ら
の
意
図
に
有
用
と
認
め
る
強
壮
な
多
数
の
国
民
の
存
在
を
確
保
で
き
る
。」（SF., S. 21 f.

）

　
　
「
そ
れ
故
、
理
性
に
従
う
な
ら
ば
、
確
か
に
通
常
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
上
級
学
部
間
の
序
列
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
最

初
に
神
学
部
、
次
に
法
学
部
、
そ
し
て
最
後
に
医
学
部
で
あ
る
。」（SF., S. 22.

）

　

政
府
に
よ
る
統
治
手
段
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
上
級
三
学
部
の
序
列
は
、
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
の
順
に
な
る
が
、
そ
れ
は
「
幸

せ
」（W

ohl

）
を
願
う
と
い
う
人
間
本
性
に
根
差
し
て
い
る
、
と
カ
ン
ト
は
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
人
々
が
願
う
幸
せ
は
「
永
遠
の

幸
せ
（
至
福
）」（das ew
ige W

ohl

）
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス

ト
教
文
化
圏
に
属
し
て
い
な
い
日
本
に
於
い
て
は
や
や
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
常
生
活
の
中
に
キ
リ
ス
ト
教
が
息
づ
い
て

い
た
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
明
の
主
張
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
従
っ
て
、
政
府
も
ま
ず
第
一
に
宗

教
に
関
す
る
教
義
を
統
制
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
を
統
治
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、「
神
学
部
」
が
筆
頭
に
置
か
れ
る
の
で
あ

る
。
次
に
重
要
な
の
は
、
社
会
秩
序
の
維
持
に
よ
る
「
市
民
的
な
幸
せ
」（das bürgerliche W

ohl

）
だ
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
社
会
秩
序
の

維
持
は
、「
法
の
支
配
」
に
よ
っ
て
統
治
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
と
い
う
、
近
代
的
国
家
に
と
っ
て
の
重
要
事
項
で
あ
る
か
ら
、
政
府
に
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と
っ
て
も
重
要
度
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、「
法
学
部
」
が
二
番
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
最
後
に

人
々
が
願
う
幸
せ
は
「
長
寿
と
健
康
」（lange leben und gesund sein

）
と
い
う
「
身
体
の
幸
せ
」（das Leibesw

ohl

）
で
あ
る
。
こ
れ

は
医
療
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
担
う
「
医
学
部
」
を
政
府
が
重
要
視
す
る
の
は
当
然
と
言
え
る
で
あ
ろ
う（

８
）。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
上
級
三
学
部
に
於
い
て
は
、
そ
の
教
育
研
究
の
在
り
方
も
自
ず
か
ら
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
「
三
つ
の
上
級
学
部
は
全
て
、
政
府
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
学
部
に
委
託
さ
れ
た
教
説
を
文
書
（Schrift

）
に
基
づ
か
せ
る
。
国
民
が

学
識
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
も
し
文
書
が
な
け
れ
ば
、
国
民

が
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
、
安
定
し
た
、
誰
で
も
が
近
づ
け
る
規
範
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
書
（
或

い
は
書
物
）
が
、
規
約
（Statut
）
を
、
即
ち
或
る
一
人
の
上
位
者
の
意
思
（die W

illkür eines O
bern

）
に
由
来
す
る
（
そ
れ
自
体

は
理
性
か
ら
発
源
す
る
の
で
は
な
い
）
教
説
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
自
明
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
さ
も
な

け
れ
ば
文
書
は
、
政
府
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
な
り
、
端
的
に
服
従
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

（SF., S. 22.

）

　
　
「
従
っ
て
、
聖
書
神
学
者
（der biblische Theolog
）（
上
級
学
部
に
属
す
る
者
と
し
て
の
）
は
、
そ
の
教
説
を
理
性
か
ら
で
は
な
く

聖
書
か
ら
汲
み
取
る
。
法
学
者
（der R

echtslehrer

）
は
、
自
然
法
（der N

aturrecht

）
か
ら
で
は
な
く
国
法
（der Landrecht

）
か

ら
、
医
学
者
（der A

rzneigelehrte

）
は
、
公
衆
に
施
さ
れ
る
そ
の
治
療
法
（seine ins Publicum

 gehende H
eilm

ethode

）
を
人
間

身
体
の
自
然
学
（Physik

）
か
ら
で
は
な
く
医
療
法
規
（die M

edicinalordnung

）
か
ら
汲
み
取
る
の
で
あ
る
。」（SF., S. 23.

）

つ
ま
り
、
上
級
三
学
部
に
於
い
て
は
、
理
性
に
基
づ
く
自
由
な
研
究
と
教
育
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
政
府
が
認
可
し
た
枠
内
で
の
学



一
二

説
や
教
説
だ
け
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
カ
ン
ト
の
時
代
の
ド
イ
ツ
の
大
学
に
於
い
て
は
、
教
授
（
大
学
教
員
）
は

自
由
に
講
義
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
必
ず
教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
哲
学
部
も
同
様
で
、
カ
ン
ト

も
講
義
の
際
に
は
必
ず
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
（A

lexander G
ottlieb B

aum
garten, 1714-1762.

）
や
マ
イ
ヤ
ー
（G

eorg Friedrich M
eier, 

1718-1777.
）
等
の
教
科
書
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、
使
用
す
る
教
科
書
は
、
政
府
が
公
認
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
上
級
三
学
部
に
於
い
て
は
制
約
が
よ
り
厳
密
で
、
政
府
が
認
可
し
た
「
文
書
」
に
基
づ

か
な
い
教
育
研
究
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
は
、
理
性
（
知
性
）
に
基
づ
く
自
由
な
研
究
の
余
地
は
極
め
て
限
ら
れ
、
教
育
に
於
い
て
も
研
究
成
果
を
自
由
に
公
表
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、「
学
問
の
自
由
」
な
ど
保
証
さ
れ
は
ず
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
ト
文
書
と
し
て
カ
ン

ト
が
著
し
た
の
が
、『
諸
学
部
の
争
い
』
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

９
）。

そ
し
て
カ
ン
ト
は
、
政
府
か
ら
「
下
級
学
部
」

即
ち
価
値
の
低
い
学
部

0

0

0

0

0

0

0

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
哲
学
部
」
に
於
い
て
は
、
学
問
の
自
由
即
ち
理
性
に
基
づ
く
自
由
な
教
育
研
究
が
可
能
で

あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
四
　
哲
学
部
の
基
本
的
性
格

　

カ
ン
ト
は
、
当
時
下
級
学
部
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
哲
学
部
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
学
問
の
関
心
（das Interesse der W

issenschaft

）
だ
け
に
配
慮
す
れ
ば
よ
い
学
部
は
、
学
説
を
自
ら
が
適
当
と
認
め
る
通
り
に
述

べ
て
よ
い
が
故
に
、
下
級
学
部
と
呼
ば
れ
る
。」（SF., S. 18 f.

）



一
三

カ
ン
ト
の
大
学
論
の
一
考
察

　
　
「
学
者
共
同
体
（das gelehrte gem

eine W
esen

）
の
た
め
に
は
、
大
学
に
ど
う
し
て
も
〔
上
級
三
学
部
以
外
に
〕
も
う
一
つ
学
部
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
自
ら
の
教
説
に
関
し
て
政
府
の
命
令
か
ら
独
立
で
あ
り
、
命
令
を
出
す
自
由
は
も
た
な
い
が
、
す

べ
て
の
命
令
を
判
定
す
る
自
由
を
も
つ
よ
う
な
学
部
で
あ
る
。
こ
の
自
由
は
、
学
問
的
関
心
に
、
即
ち
真
理
の
関
心
に
関
わ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
理
性
が
公
に
語
る
権
限
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
自
由
が
な
け
れ

ば
、
真
理
（
政
府
自
身
の
損
害
と
な
る
）
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
理
性
は
そ
の
本
性
か
ら
し
て
自
由
で
あ
り
、
何
か

を
真
と
思
え
と
い
う
命
令
を
受
け
入
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
（「
信
じ
よ
」（crede

）
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
く
、
自
由
な
「
私
は

信
じ
る
」（credo

）
だ
け
を
受
け
入
れ
る
）。」（SF., S. 19 f. 〔　

〕
内
筆
者
補
足
。）

　
　
「
さ
て
、
自
律
に
よ
っ
て
、
即
ち
自
由
に
（
思
惟
一
般
の
諸
原
理
に
従
っ
て
）
判
断
す
る
能
力
は
、
理
性
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
故
哲

学
部
は
、
採
用
す
べ
き
、
或
い
は
単
に
容
認
す
べ
き
教
説）

（1
（

の
真
理
性
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
故
に
、
そ
の
限
り
に
於
い
て

自
由
で
あ
り
、
理
性
の
立
法
の
下
に
の
み
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
政
府
の
立
法
の
下
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。」（SF., S. 27.

）

こ
こ
で
は
、
哲
学
部
に
於
け
る
学
問
即
ち
哲
学
が
、
徹
頭
徹
尾
理
性
に
よ
る
自
由
な
学
問
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
哲
学

部
は
、
純
粋
に
理
性
が
抱
く
「
学
問
の
関
心
」
だ
け
に
基
づ
い
て
「
真
理
」
を
探
究
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
政
府
が
関
心
を
寄
せ
る

国
民
の
統
治
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
が
故
に
、
下
級
学
部
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
哲
学
部
に
於
け
る
教
育
研

究
は
「
政
府
の
命
令
か
ら
独
立
」
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
、
即
ち
「
学
問
の
自
由
」
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
カ
ン
ト
は
主
張
す

る
。
確
か
に
こ
の
自
由
は
、「
学
問
的
関
心
」（das w

issenschaftliche Interesse
）
即
ち
「
真
理
の
関
心
」（das Interesse der W

ahrheit

）

に
関
わ
る
だ
け
で
あ
り
、
政
府
が
も
つ
よ
う
な
「
命
令
を
出
す
自
由
」（die Freiheit B

efehle zu geben

）
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、



一
四

理
性
に
基
づ
い
て
「
す
べ
て
の
命
令
を
判
定
す
る
自
由
」（die Freiheit alle B

efehle zu beurtheilen

）
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
カ
ン

ト
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
理
性
が
も
つ
根
源
的
で
本
質
的
な
「
自
由
」（
＝
「
自
律
」）
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
理
性
の
活
動
の
発
露
と

し
て
の
学
問
は
、
原
理
的
に
他
者
か
ら
の
命
令
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理
性
は
自
由
に
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
理
性
の
自
由
は
、
政
府
の
命
令
に
対
し
て
も
及
ぶ
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
命
令
に
対
し
て
も

ま
さ
に
自
由
に
判
定
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
哲
学
部
が
も
つ
べ
き
こ
の
理
性
の
自
由
（
＝
学
問
の
自
由
）
は
、
命
令
す
る
自
由
で
は
な
い
が
故
に
、
哲
学
部
は
下
級
学
部

と
呼
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
悲
し
い
「
人
間
の
本
性
」
に
根
差
し
て
い
る
と
カ
ン
ト
は
指
摘
す
る
。

　
　
「
し
か
し
そ
の
よ
う
な
学
部
が
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
特
権
（
自
由
）
を
も
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
下
級
学
部
と
呼
ば
れ

る
こ
と
、
そ
の
原
因
は
人
間
の
本
性
（die N

atur des M
enschen

）
の
内
に
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

は
、
他
の
者
に
対
す
る
謙
虚
な
奉
仕
者
（ein dem

üthiger D
iener eines andern

）
で
あ
る
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
分
の
方
が
、
自

由
で
は
あ
る
が
誰
に
対
し
て
も
命
令
で
き
な
い
他
の
者
よ
り
も
、よ
り
優
れ
て
い
る
（vornehm

er

）
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。」

（SF., S. 20.

）

か
な
り
皮
肉
の
効
い
た
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
的
に
言
え
ば
人
の
上
に
立
つ
人
に
と
っ
て
、
即
ち
政
治
家
や
官
僚
、
そ
し
て
大
学

の
管
理
職
に
在
る
者
に
と
っ
て
も
、
常
に
心
に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箴
言
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
カ
ン
ト
は
、
哲
学
部
が
も
つ
自
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



一
五

カ
ン
ト
の
大
学
論
の
一
考
察

　
　
「
上
級
三
学
部
に
関
し
て
哲
学
部
が
役
に
立
つ
の
は
、
上
級
三
学
部
を
統
御
し
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
三
学
部
に
と
っ
て
有

用
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
真
理
（
学
識
一
般
の
本
質
的
か
つ
第
一
の
条
件
）
こ
そ
何
よ
り
重
要
な
の
で
あ
っ

て
、
上
級
学
部
が
政
府
の
た
め
に
約
束
す
る
有
用
性
は
、
二
番
目
の
契
機
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。」（SF., S. 29.

）

　
　
「
単
に
自
由
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
単
に
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
利
益
の
た
め
に
真
理
を
見
つ
け
出
し
、
こ
れ
を
上
級
学
部
が
思
う
が
ま

ま
に
使
え
る
よ
う
に
提
出
す
る
こ
と
を
自
由
に
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
し
か
望
ま
な
い
、
こ
の
謙
虚
〔
寡
欲
〕
さ
こ
そ
が
、
哲
学
部

を
疑
惑
の
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
政
府
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
に
ち
が
い
な
い
。」（ebd. 〔　

〕

内
筆
者
補
足
。）

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
、
理
性
の
自
由
に
よ
っ
て
初
め
て
真
理
の
探
究
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ

し
て
、
哲
学
部
が
、
学
問
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
「
真
理
（
学
識
一
般
の
本
質
的
か
つ
第
一
の
条
件
）」（W

ahrheit （die 
w

esentliche und erste B
edingung der G

elehrsam
keit überhaupt

））
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
上
級
三
学
部
が
教
え
て
い

る
学
問
を
基
礎
づ
け
、
そ
れ
ら
の
学
部
が
学
問
を
教
授
す
る
組
織
と
し
て
成
立
す
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
意
味
で
哲
学
部
は
「
上
級
三
学

部
を
統
御
す
る
」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
ン
ト
は
、
哲
学
部
の
学
科
構
成
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
哲
学
部
に
於
け
る
研
究
が

上
級
諸
学
部
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
「
と
こ
ろ
で
、
哲
学
部
は
二
つ
の
部
門
（zw

ei D
epartem

ente
）
を
含
ん
で
い
る
。
一
つ
は
、
歴
史
的
認
識
（die historische 

Erkenntniß

）
の
部
門
（
こ
れ
に
は
、
歴
史 G

eschichte

、
地
理
学 Erdbeschreibung

、
学
問
的
語
学
知
識 gelehrte 

Sprachkenntniß

、
人
文
学 H

um
anistik 

が
、
経
験
的
認
識
の
博
物
学 N

aturkunde 

が
提
示
す
る
全
て
の
も
の
と
と
も
に
、
属
し
て



一
六

い
る
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
純
粋
理
性
認
識
（die reine Vernunfterkenntniß

）
の
部
門
（
純
粋
数
学 reine M

athem
atik 

と

純
粋
哲
学 die reine Philosophie 

、
つ
ま
り
自
然
と
人
倫
の
形
而
上
学 M

etaphysik der N
atur und der Sitten

）
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
学
識
の
両
方
の
部
分
の
相
互
関
係
を
含
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
そ
れ
故
に
哲
学
部
は
、
人
間
の
知
の
全
て
の
部
分
に
（
従
っ
て
歴

史
的 historisch 

に
は
上
級
学
部
に
ま
で
も
）
及
ん
で
い
る
。」（SF., S. 28.

）

　

こ
の
よ
う
に
、
哲
学
部
が
探
究
す
る
学
問
分
野
は
「
人
間
の
知
の
全
て
の
部
分
」（alle Theile des m

enschlichen W
issens

）
に
及
ん

で
い
る
た
め
に
、
上
級
三
学
部
が
扱
う
学
識
と
も
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
知
の
根
本
原
理
を
探
究
す
る
哲
学
部
に
於
い
て

こ
そ
「
学
問
の
自
由
」
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
「
学
問
の
自
由
」
に
基
づ
く
哲
学
部
に
於
け
る
基
礎
研
究
が

学
問
全
体
の
発
展
を
支
え
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
、
大
学
の
最
も
大
学
ら
し
い
部
分
は
「
下
級
学
部
」
と
蔑
ま
れ
る
哲
学
部
に
他

な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
カ
ン
ト
の
主
張
で
あ
る
。

　
五
　
終
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
カ
ン
ト
は
、
自
ら
の
哲
学
の
原
理
に
従
っ
て
、「
理
性
の
自
律
」（A

utonom
ie der Vernunft

）
＝
「
理
性
の
自
由
」

（Freiheit der Vernunft

）
は
我
々
人
間
に
本
質
的
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の
発
露
と
し
て
の
学
問
研
究
に
於
い
て
も

「
学
問
の
自
由
」（
即
ち
自
立
的
な
理
性
の
活
動
）
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
い
や
む
し
ろ
「
学
問
の
自
由
」
は
人
間
に
と
っ
て
必
然
で
あ
る

こ
と
を
、
そ
の
大
学
論
に
於
い
て
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
カ
ン
ト
の
大
学
論
が
、「
初
め
に
」
で
述
べ
た
「
フ
ン
ボ
ル
ト
型
の
大
学
理
念
」

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
、
容
易
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



一
七

カ
ン
ト
の
大
学
論
の
一
考
察

　

確
か
に
、
今
日
の
大
学
に
提
示
さ
れ
て
い
る
様
々
な
社
会
的
要
請
は
、
現
代
社
会
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
々

か
ら
の
悲
痛
な
叫
び
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
大
学
は
社
会
を
良
く
す
る
た
め
の
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
組
織
な
の
だ
か
ら
、
社
会

（
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
）
の
た
め
に
も
っ
と
貢
献
し
て
欲
し
い
、
も
っ
と
良
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
悲

痛
な
叫
び
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
大
学
に
対
す
る
社
会
か
ら
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
研
究
に
根
差
し
た

教
育
や
社
会
貢
献
を
通
し
て
、
大
学
が
社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と
は
、
社
会
の
中
に
存
在
し
、
社
会
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
支
え

ら
れ
て
い
る
大
学
に
と
っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
ま
た
、
大
学
が
学
問
研
究
の
場
で
あ
り
、
学
問
研
究
と
い
う
知
的
な
営
み
に
基
づ
い
て
教
育
や
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
教
育
研

究
組
織
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
本
来
の
在
り
方
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
カ
ン
ト
が
強
調
し
た
「
理
性
の
自
由
」
は
ど
こ
ま
で
も
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
問
研
究
は
自
律
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
問
や
研
究
の
分
野
の
相
違
に
よ
っ
て
、
社
会
的
ニ
ー

ズ
と
研
究
内
容
の
近
さ
遠
さ
は
様
々
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
直
接
的
に
社
会
に
貢
献
す
る
よ
う
に
見
え
る
分
野
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

（
い
や
全
く
）
貢
献
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
分
野
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
学
問
分
野
の
全
て
が
、
人
間
に
と
っ
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
理
性
（
知
性
）
の
本
性
に
根
差
し
た
自
律
的
活
動
（「
理
性
の
自
由
」
の
発
露
）
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
学
の
存

在
意
義
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
基
礎
研
究
か
ら
実
用
的
研
究
に
至
る
ま
で
様
々
な
学
問
分
野
を
包
括
し
て
、「
学
問
の
自
由
」
に
基

づ
い
て
そ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
大
学
と
い
う
組
織
体
は
、
人
間
存
在
の
本
質
に
根
差
し
た
、
人
間
存
在
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
基
礎
研
究
の
部
分
を
欠
い
て
は
、
大
学
は
大
学
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
、
カ
ン
ト
が
そ
の
大
学

論
に
於
い
て
主
張
し
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。



一
八

　
　

注

（
１
）　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
〇
日
に
愛
媛
大
学
法
文
学
部
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
人
文
学
科
・
新
潟
大
学
人
文
学
部
学
術
交
流

講
演
会
「
哲
学
と
大
学
、
学
問
」
に
於
け
る
講
演
「
カ
ン
ト
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
大
学
論
」
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
講
演
会
で
の
新
潟
大
学

の
宮
﨑
裕
助
先
生
の
講
演
内
容
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
こ
と
を
、
感
謝
の
念
を
込
め
て
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

ま
た
本
稿
は
、
平
成
二
六
年
度
及
び
平
成
二
七
年
度
愛
媛
大
学
法
文
学
部
人
文
系
担
当
学
部
長
裁
量
経
費
（
研
究
経
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

（
２
）　

現
在
は M

artin-Luther-U
niversität H

alle-W
ittenberg

。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
は
、
一
八
一
七
年
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
大
学
（
一
五
〇
二
年
設
立
）
と
ハ
レ
大
学
（
一
六
九
四
年
設
立
）
の
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
活
躍
し
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
に
因
ん
で
大
学
名
と
し
て
い
る
。

（
３
）　

フ
ィ
ヒ
テ
が
提
出
し
た
大
学
構
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
大
学
論
」（『
理
想
』N

o. 655

、
理
想
社
、
一
九
九
五
年
五
月
、
五
四
―
六
五
頁
）

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
）　

以
下
、
同
書
は SF. 

と
略
記
し
、
同
書
よ
り
の
引
用
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集 K

ant's gesam
m

elte Schriften B
d. Ⅶ

, hrsg. von K
öniglich 

Preußischen A
kadem

ie der W
issenschaften, B

erlin 1917. 

に
よ
り
、
同
全
集
の
頁
数
を
本
文
中
に
指
示
す
る
。

（
５
）　

ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
大
学
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
（
所
謂
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
）
は
、
一
五
四
四
年
設
立
、
一
九
四
五
年
閉
鎖
。「
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
」

（A
lbertina

）
と
も
呼
称
さ
れ
る
。
一
五
二
七
年
設
立
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
大
学
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
（Philipps-U

niversität M
arburg

）
に
次
い
で
二
番
目
に
古
い

ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
大
学
。
因
み
に
ド
イ
ツ
で
最
も
古
い
大
学
は
、
一
三
八
六
年
に
設
立
さ
れ
た
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
カ
ー
ル
大
学
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
（R

uprecht-K
arls-U

niversität H
eidelberg

）
で
あ
る
。
た
だ
し
ド
イ
ツ
語
圏
と
い
う
範
囲
で
見
る
と
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
ル
ド
ル

フ
四
世
（R

udolf Ⅳ
., 1339-1365.

）
が
一
三
六
五
年
に
設
立
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
（U

niversität W
ien

）
が
さ
ら
に
古
く
、
さ
ら
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝

カ
ー
ル
四
世
（K

arl Ⅳ
., 1316-1378.

）（
＝
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世 K

arel I.
）
が
一
三
四
八
年
に
プ
ラ
ハ
に
設
立
し
た
大
学
（studium

 generale

）（
現

在
の
プ
ラ
ハ
・
カ
レ
ル
大
学 U

niverzita K
arlova v Praze

）
が
最
古
で
あ
る
。

（
６
）　

改
め
て
こ
の
時
期
の
カ
ン
ト
の
著
作
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



一
九

カ
ン
ト
の
大
学
論
の
一
考
察

　
　
　
『
活
力
測
定
考
』（G

edanken von der w
ahren Schätzung der lebendigen K

räfte und Beurteilung der Bew
eise, deren sich H

err von Leibniz und 

andere M
echaniker in dieser Streitsache bedient haben; nebst einigen vorhergehenden Betrachtungen, w

elche die K
räfte der K

örper überhaupt 

betreffen. K
önigsberg 1747.

）

　
　
　
「
地
軸
回
転
論
」（U

ntersuchung der Frage, ob die Erde in ihrer U
m

drehung um
 die A

chse, w
odurch sie die A

bw
echselung des Tages und der 

N
acht hervorbringt, einige Veränderung seit den ersten Zeiten ihres U

rsprungs erlitten habe und w
oraus m

an sich ihrer versichern könne, 

w
elche von der K

önigl. A
kadem

ie der W
issenschaften zu B

erlin zum
 Preise für das jetztlaufende Jahr aufgegeben w

orden. in: W
öchentliche 

K
önigsbergische Frag- und Anzeigungs-N

achrichten

（『
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
週
報
』）, 8 . und 15 . Juni 1754 : N

r. 23  und 24.

）

　
　
　
「
地
球
は
老
衰
す
る
か
」（D

ie Frage, ob die Erde veralte, physikalisch erw
ogen. in: W

öchentliche K
önigsbergische Frag- und Anzeigungs-

N
achrichten, vom

 10 . A
ugust bis 14 . Septem

ber 1754 : N
r. 32  bis 37.

）

　
　
　
『
火
に
つ
い
て
』（M

editationum
 quarundam

 de igne succincta delineatio. K
önigsberg 1755.

）（M
agister

学
位
論
文
）

　
　
　
『
形
而
上
学
的
認
識
の
第
一
原
理
の
新
解
明
』（Principiorum

 prim
orum

 cognitionis m
etaphysicae nova dilucidatio. K

önigsberg 1755.

）（
こ
れ
は
、

ほ
ぼ
純
粋
な
形
而
上
学
的
著
作
で
あ
る
。）

　
　
　
『
一
般
自
然
史
と
天
界
の
理
論
』（Allgem

eine N
aturgeschichte und Theorie des H

im
m

els oder Versuch von der Verfassung und dem
 m

echanischen 

U
rsprunge des ganzen W

eltgebäudes, nach N
ew

tonischen G
rundsätzen abgehandelt. K

önigsberg/Leipzig 1755.

）（
有
名
な
「
カ
ン
ト
・
ラ
プ
ラ

ス
の
星
雲
説
」
を
提
示
し
た
も
の
。）

　
　
　
「
地
震
原
因
論
」（Von den U

rsachen der Erderschütterungen bei G
elegenheit des U

nglücks, w
elches die W

estliche Länder von Europa gegen das 

Ende des vorigen Jahres betroffen hat. in: W
öchentliche K

önigsbergische Frag- und Anzeigungs-N
achrichten, 24 .u.31 . Januar 1756 : N

r.4  u. 5.

）

　
　
　
『
地
震
の
歴
史
と
記
述
』（G

eschichte und N
aturbeschreibung der m

erkw
ürdigsten Vorfälle des Erdbebens, w

elches an dem
 Ende des 1755 sten 

Jahres einen großen Theil der Erde erschüttert hat, K
önigsberg 1756.

）

　
　
　
「
地
震
論
再
論
」（Fortgesetzte B

etrachtungen der seit einiger Zeit w
ahrgenom

m
enen Erderschütterungen. in: W

öchentliche K
önigsbergische 

Frag- und Anzeigungs-N
achrichten, 10 . u. 17 . A

pril 1756 : N
r. 15  u. 16.

）



二
〇

　
　
　
『
物
理
的
単
子
論
』（M

etaphysicae cum
 geom

etria iunctae usus in philosophia naturali, cuius specim
en I. continet m

onadologiam
 physicam

. 

K
önigsberg 1756.

）（
こ
れ
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
形
而
上
学
的
著
作
。）

　
　
　
『
風
の
理
論
の
解
明
新
注
』（N

eue A
nm

erkungen zur Erläuterung der Theorie der W
inde. K

önigsberg 1756.

）（
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
夏
学
期
の

講
義
計
画
公
告
と
し
て
出
版
）

（
７
）　

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
誕
生
日
は
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
は
一
六
四
二
年
一
二
月
二
五
日
と
な
る
が
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
六
四
三
年
一
月
四
日
に

な
る
。

（
８
）　

ち
な
み
に
、
東
京
大
学
の
学
部
の
並
び
順
即
ち
「
建
制
順
」
は
、
法
学
部
・
医
学
部
・
工
学
部
・
文
学
部
・
理
学
部
・
農
学
部
・
経
済
学
部
・
教
養
学

部
・
教
育
学
部
・
薬
学
部
の
順
で
、
筆
頭
が
法
学
部
、
次
が
医
学
部
と
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
学
部
の
並
び
順
を
踏
襲
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

（
９
）　

実
際
、
そ
の
序
文
で
は
、『
単
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』（D

ie Religion innerhalb der G
renzen der bloßen Vernunft. K

önigsberg 1793.

）
を
刊

行
し
た
た
め
に
惹
き
起
こ
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
よ
る
カ
ン
ト
の
宗
教
論
へ
の
弾
圧
に
対
す
る
カ
ン
ト
自
身
の
反
論
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

こ
こ
で
「
採
用
す
べ
き
、
或
い
は
単
に
容
認
す
べ
き
教
説
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
の
は
、
公
的
機
関
と
し
て
の
大
学
の
教
員
に
は
、
無
制
限
の
自
由
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
上
で
の
ル
ー
ル
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
具
体
的
に
は
カ
ン
ト
が
被
っ
た
よ
う
な
、
宗
教
に
関
す
る
一
切

の
講
述
を
禁
止
す
る
と
い
う
政
府
の
命
令
に
従
う
、
と
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
。）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。


